
（別紙様式４） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告（こども園）  こども園名〔京丹後市立峰山こども園〕 

こども園経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度こども園経営の重点（短期経営目標） 

元気いっぱい 笑顔いっぱい  

こども園 だ～い好き！” 

～互いに認め合える心豊かな子どもをめざして～ 

1 生活に必要な習慣・態度を身に付け、健康な

心と体で生きる力を育てる。 

2 主体的に活動し、友達と関わりながら、夢中

になって遊び込める環境を整え、持続力や協

同力を育てる。 

3 身近な人や地域とのかかわりをもつ力を育

てる。 

4 互いの良さを認め合い、心豊かに意欲的に活

動する力を育てる。  

〇保護者と連携をもちながら、様々な行事や活動の内容を見直

すことで、落ち着いた雰囲気の中、意欲的に生活や活動を進

める教育・保育を行うことができた。 

〇様々な実体験・感動体験の活動を通して、学びに向かおうと

する姿勢や豊かな言葉力に繋げることができた。 

〇園児が言葉で伝え合いながら主体的に協同活動を進めたこと

で、達成感や満足感を味わい自己肯定感に繋げることができた。 

△子ども一人一人を受け止め関わることを心掛け、教育・保育を

進めたが、それぞれの思いをしっかりと受け止め丁寧に関わる

ことが充分とは言えなかった。 

△職員の資質向上のための園内研修に努めてきたが、実施の仕方

や時間を確保するための体制などが難しく、充分に行なえなか

った。 

・園児自らが生活の仕方や健康に関心を持ち、規則正し 

い生活が習慣になるようにする。 

・様々な実体験や感動体験を通して、豊かな感性や言葉 

の力を養う。 

・「楽しいこども園」を基本に、遊びを中心とした活動 

の中で、コミュニケーション力や持続力、学びに向か 

う力を育てる。 

・園児の主体的に取り組む姿を見守りながら、互いの良 

さを認め合い、他者と関わる力を育てる。 

・保護者が安心して子育てができるように、子育ての不 

安に寄り添いながら支援する。 

・地域に開かれた園として、情報発信に努める。 

・滑らかな接続ができるように、峰山学園（保幼小中一貫

教育）の連携を深める。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

保幼小中一

貫教育の推

進 

（ 保 幼 小  

接続） 

『峰山学園』の連携 

ふるさとを愛し、多様な人と

つながりながら学び、探究し

続ける子どもの育成 

 

・確かな学力の育成 

 

 

・コミュニケーション能力の育

成 

 

・評価を見通した取組の充実 

 

・峰山学園経営会議を通して園児・児童の実

態を交流する中で、共通の目標をもち、主

体的・対話的で深い学びを軸とした教育・

保育を進める。 

・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏

まえ、幼児期から中学校まで一貫した指導

を園内で共有する。 

・遊びを通して人と繋がる楽しさを味わい、

ことばで伝え合う力を育む。 

・「保幼小の架け橋プログラム」を反映しなが

ら、小１スタートカリキュラム・アプロー

チカリキュラムの検証を私立園や学園担任

会と共に、教育・保育内容の理解を深める。 

○経営会議や公開授業・公開保育を通して、

互いの情況を把握し、課題意識をもちなが

ら教育保育を進めることができた。 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を振

り返りながら、園で大切にしていることを

伝え、小中学校と連携を取ることができた。 

○コミュニケーション能力の育成を大切にし

ながら遊びを充実させ、言葉力の向上につ

なげることができた。 

○スタートカリキュラム・アプローチカリキ

ュラムを担当保育教諭も一緒に見直しなが

ら、私立園や学園担任会を通して学園内で

共通理解することができた。 

△学園の研修会や公開授業などに保育教諭が参

加する機会があまりもてず、実際に小中学校

の様子を見て学ぶ機会とならなかった。 

・保幼小中間の連携が深まって

きていることを感じている

が、保護者や地域にどこまで

伝わっているだろうか。配信

など通し伝えていくことが

必要である。 

・学園と同じ時に、保護者会と

連携しあいさつ運動を行っ

ているが、挨拶が返ってこな

い状況がある。人間不信の子

ども達もいるのではないか

と思われる。乳幼児期の人と

の関わりを引き続き大切に

してほしい。 

・私立園と連携し、教育保育の

ねらいや内容を共有するこ

とが大切だと感じる。 
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教育課程 ・感動する体験や伝統行事など

を大切にし、豊かな感性やコミ

ュニケーション力を養う。 

 

・基本的な生活習慣や態度を育

てる。 

 

・互いを認め合いながら、自分の

思いや考えを表現したり行動

したりし、意欲的に活動を進め

る力を養う。 

 

・日常的に園内外での安心・安 

全に過ごそうとする姿勢・態 

度を養う。 

・園内外での感動体験や発見などを通して、考え
たり工夫したりしながら生活や活動を行う。 

・挨拶を通して、人と関わることの心地よさ
を感じられるよう保護者会と連携し、あい
さつ運動を実施したり、生活点検表などを
作成したりして、生活習慣を整えていく。 

・互いを認め合いながら、園児が主体的に話
し合ったり協同的な活動を進めたりでき
るように綿密に計画をする。 

・人とのつながりの中で自分らしさを発揮
し、自信をもって意欲的に活動を進められ
るよう環境を整える。 

・園児の生活や発達の状況を把握し、個々に
合った助言や援助・指導を行う。 

・園外保育を通して、実際に交通ルールを体
験したり、園内では生活や遊びを通して集
団でのルールを園児と考えたり、知らせた
りしながら、様々な場面での危機管理につ
いて学ぶ。 

○様々な活動を通し、実体験や感動体験を大切に

しながら教育・保育を進めることができた。 

○職員同士が同じ保育観をもちながら連携

し、子ども達が主体的に取り組んで活動を

進めることができるよう行事の在り方を再

確認した。 

○子ども達の育ちの背景を職員間で共有し、

助言や指導などを考えながら関わることが

できた。 

△保護者会と協力しながら、あいさつ運動に

取り組んだが、その時だけの活動や行動に

なってしまい、継続ができなかった。 

△熱中症の危険から、園外散歩に出掛けて実際

に交通ルールを体験したり考えたりする機

会が十分にもてなかった。園内で交通ルー

ルを学ぶ機会はもったが、子ども達が実際

に体験する学びとしては不十分であった。 

・一年を通し体づくりに取り組

み、持続する成果が子ども達

の遊びを見ていても感じる。 

・様々な行事に目的をもって活

動・参加していることがうか

がえる。取り組む際の目的や

ねらい、教育・保育の大切さを

保護者にも伝えられている。 

・子どもが「したい」と言う気

持ちを大切にし、自信をもっ

て活動する姿が見られる。 

・環境に工夫され、安心、安全

面にも気を付けられている。 

子育て支援 ・子育ての不安に寄り添い、安心

して子育てができるように支

援する。 

 

・保護者の思いや不安な気持ちに寄り添いな

がら、相談がしやすい雰囲気をつくり丁寧

に対応をする。 

・園開放や園庭開放・懇談会などを通し、保

護者同士が交流し合える場を提供する。 

・園児や家庭の実態を把握し、保護者との連

携を丁寧に行い、個々に合った支援や対応

をする。 

○相談しやすい雰囲気に心掛け、丁寧に対応
することができた。また、職員からも率先
して保護者に声を掛け、相談にのったり子
育てについての話をしたりし、それぞれの
不安に寄り添うことができた。 

△個人懇談を中心として丁寧な対応はできた
が、クラス懇談会など大勢で話す機会がも
てず、保護者同士が気軽に交流できる場を
提供することができなかった。 

・支援センターに祖母との参加
も見受けられ、利用しやすく
なっていると感じる。 

・親の育児の低下を感じる。支
援してもらって当たり前と
言った風潮も見受けられ、園
を通して子育ての大切さや
関わり方など機会を見て伝
えていってほしい。 

研修 

（教員の資

質向上・人権

教育） 

・園内研修の充実を図り保育教

諭の資質向上（人権を含む）に

努める。 

 

・保育支援システムや ICT の活 

用を効率よく進める。 

 

・職員同士で保育の振り返りや意見交流などの

時間をもったり、指導力や関わり方(人権)な

ど学び合ったりするためにドキュメンテー

ション・公開保育・担任会・事例研修などを

活用し、保育教諭の資質向上に努める。 

・保育支援システムを活用し、教育・保育の実

践に活かすと共に、業務の見直しを進める。 

○人権について、園内研修を重ね、職員の人
権に対する意識改革、質の向上に繋げるこ
とができた。 

○各クラスや学年がドキュメンテーションを
活用し、教育・保育を保護者に伝えたり、
連絡事項や行事の様子など機会を見て、保
護者に配信したりすることができた。 

△ICT の活用は進んできているが、現状をふ
まえながら業務改善につながるような見直
しを進めていく必要がある。 

・行事等様々な物が手作りされ

ているが、時間がない中で先

生たちの大変さが伺える。 

・不適切な声掛けや関わりなど

は見られず、適切な教育・保

育がされている。 

次年度に 

向けた 

改善の 

方向性 

・園の取組や活動などを積極的に配信し、一貫教育での縦の繋がりを大切にしながら職員も一緒に連携を深めていく。 

・実体験や感動体験を大切にしながら、様々な活動に子ども達が主体的に関われるよう進めていく。 

・活動や行事を振り返り工夫しながら、開かれた園として保護者や地域に取組を発信し、教育・保育を進めていく。 

・ICT の活用を進めながら、質の高い教育・保育の実践に努める。 
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（別紙様式４） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告（こども園）  こども園名〔京丹後市立大宮こども園〕 

こども園経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度こども園経営の重点（短期経営目標） 

〇人との関わりや体験を通して、心豊

かでたくましく、生き生きと遊ぶ子

どもの育成 

・心も体も元気な子ども 

・のびのびと遊び、感性豊かな子ど

もの育成 

・人の話を聞き、感性豊かな子ども

の育成 

・人の話を聞き、自分の思いや考え

を言える子どもの育成 

 

〇テーマ 

 『わくわく げんき えがおのわ』 

 ～伸び伸びと遊び、ともに育つ 

子どもをめざして～ 

〇大宮学園の教育目標や方針を公開保育や実践報告などを通して研修するこ

とで共通理解をすることができた。 

△自然に恵まれた地域ではあるが、交通量の多さからの安全確保が難しいた

め園外に出る機会が少なかった。園庭や園内の環境を整え、自然体験や身体

を使った遊び、地域の人との交流など充実を図っていきたい。 

〇年間を通して毎朝サーキットを行うことで生活リズムが整い、朝の持ち物

の始末が習慣付き意欲的に取り組むことができるようになった。 

〇医療的ケアの必要な園児や国籍の異なる園児、障害のある園児など様々な

背景をもつ園児がいる中、生活や遊び、異年齢交流などを通してそれぞれ

の違いを受け入れ、一人一人の良さを生かすことで、思いやりの気持ちや

認め合う豊かな心が育ってきた。 

△様々な体験から自分の思いや考えを伝えることの嬉しさを感じる園児が増

えてきたが、うまく伝えられず友達や保育教諭に補ってもらい話すことを

経験している園児もいる。 

・戸外活動、運動活動の充実による基礎体力の向上と望

ましい基本的生活習慣サイクルを構築する。 

・友達との関わりを通して多様性を認め、自分らしさを

発揮しながら育ちあう教育保育を進める。 

・園の環境の充実を図り、主体的に環境に関わりながら

友達と一緒に様々な遊びや活動する場を保証し、豊か

な感性やことばの力を養う。 

・地域の人や文化に触れる機会を設け、生活体験や社会

体験を豊かにする。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

保幼小中

一貫教育

の推進（保

幼小接続） 

・大宮学園の教育目標を

もとに基本方針や取組

内容を理解しながら教

育保育を進める。 

・保園小の連携を密にし、

一貫性、連続性のある指

導に努める。 

・学園コーディネーターを招いて園内研修を行

い、園の教育 保育と学園の教育目標の一貫

性を確認し、全職員で共通理解して実践して

いく。 

・アプローチプログラムを基に、教育保育内容

を検証しながら架け橋期の教育保育活動を

進める。 

○学園の方針を園内で共通理解するために学園コ

ーディネーターを招いて研修会を開き、園と学園

の教育目標の一貫性を確認し共通理解すること

ができた。 

△学園の担任会や連絡会などを通し連携を密にし

てきたが、体験入学において園と小学校のねらい

の違いが浮き彫りになった。園と小学校間で交流

活動のねらいや内容をしっかり共有するととも

に、架け橋プログラム作成の必要性も感じる。 

・学園の便りで様子がよくわか

る。 

・運動会や発表会の行事などに

小学校長が来賓で来られてい

て連携が取れていることを感

じた。 

・挨拶は人をつなぐ言葉なの

で、学園の取組として続けて

ほしい。 

教育課程 ・楽しい園生活を過ごせ

るようにする。 

・主体的で伸び伸びと遊

ぶ力を育て、遊びを学び

につなげる。 

・人とつながることの喜び

を味わえるようにする。 

・幼児理解に努め、一人一人の園児が個性を発

揮できる教育を推進する。 

・築山の環境を生かし、園児の学びを豊かにす

る園庭の環境つくりを目指す。 

・大宮学園の取組「ハイタッチモーニング」を

定着させ、心を育成するための教育活動の充

実を図る。 

〇興味や関心を引き出す環境をつくることで、好き

な遊びを自ら選び楽しみ、個性や想像力を発揮し

ながら楽しく学びを得ることができた。 

〇海と星の見える丘公園の野木園長の協力を得て、

築山環境整備を行うことで、人とのつながりを喜

び、自然環境への興味、関心や、体を使った遊び

の楽しさも感じることができた。 

・園周辺の交通量が多 

いため、園外保育には十分気

をつけ、地域の駐在さんにお

願いするなどして安全面の強

化に努めてほしい。 
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 ・直接体験からの感動を

経験し、ことばの力の育

成に努める。 

・異年齢や地域との交流を行い、生活や遊び、

様々な体験を通して思いやりの気持ちや人

と関わる楽しさを感じられる 

ように進めていく。 

・話したい、伝えたい、聞きたいと思えるよう

な様々な遊びや体験ができる環境つくりをし

たり、振り返りの時間や場をもったりする。 

〇大宮学園の「ハイタッチモーニング」を通して、

人とつながる喜びを感じたり、異年齢の友達と一

緒に菜園活動や琴の演奏、お茶会など交流活動を

実施したりする中で、他者と関わる大切さや楽し

さを実感し、思いやりや社会とのつながり、地域

への愛着も深まる様子が見られた。 

〇安心できる環境の中で、直接体験や感動体験を通

して、自分の思いや考えを伝えようとしたり、振

り返りの時間をもったりすることで、伝わること

の喜びを感じ、ことば力の育成に繋がった。 

・築山の環境は子ども達が遊び

たいと思えるようになってい

てとても良いと思う。保護者

も巻き込みながら園庭の環境

づくりができたらよいのでは

ないか。 

子育て支

援 

・保護者が安心して子育

てができるよう支援す

る。 

 

 

 

 

 

・家庭の教育力向上を図

るとともに家庭と連携

し、「共育て」を目指す。 

・日頃から保護者の話や相談に耳を傾け、一緒

に課題解決に向けて進めていく。 

・月２回定期的に園庭開放を行い、園児の姿を

見守りながら保護者同士が交流したり、保護

者が気軽に職員と話したりできるようテー

ブルやパラソル、椅子などを設置して場を整

える。 

・エントランスにテーブルや椅子を設置し、保護

者向けの絵本や育児書を置くなどし、保護者

が集ったり安らいだりできる環境を整える。 

・園児の具体的な姿をできるだけリアルに伝え

続けられるようホームページやドキュメン

テーションなどを活用して配信し、信頼され

る園づくりに努める。 

〇週一回の保育ドキュメンテーションを配信した

り、全職員で園児の姿を共有して担任以外の職員

からも保護者に声をかけることができるように

したりし、園全体で教育・保育を行っていること

を保護者に感じてもらうように努めた。 

〇送迎や園庭開放時に積極的に保護者と園の様子

について話すことで、保護者は安心感をもち、園

の方針や活動に対する理解が深まった。また、保

護者同士が自然に交流できる環境を作ることで、

保護者同士のつながりが強化され、園全体のコミ

ュニティ感が向上した。 

△延長保育利用のため直接、園での様子を伝えにく

い保護者もあった。個人懇談や保育支援システム

をうまく活用しながら、より丁寧な連携を取って

いきたい。 

・多国籍の方や様々な事情を抱

えている家庭が多いので、園が

居心地の良い場所となり、相談

窓口となるよう、丁寧で親切な

対応をして信頼関係を築いて

ほしい。 

・保育支援システムで子どもの

様子がよくわかると保護者も

安心できるとても良いツール

だと思う。 

研修 

(教員の資

質向上・人

権教育) 

・園内研修の充実を図り、

保育教諭の資質向上（人

権を含む）に努める。 

・年間研修計画に基づき事例研究や公開保育な

どを行い、保育教諭の資質能力の向上を目指

した研修に取り組む。 

・大宮こども園の教育保育について全職員で園

内研修を実施し、教育保育のあり方について

共通理解する。 

・園内研修の内容を工夫し、研修の充実を図る。 

〇グループワークを中心に事例研究や研修報告な

どを工夫しながら行ったことで、全職員が思いや

考えが出しやすく、資質能力の向上につながっ

た。また、月毎の指導の反省では、成果と課題を

他学年と共有したり、意見を聞いたりすること

で、異なる視点や新たなアイデアを得ることがで

き、園全体の教育・保育の質の向上が図られた。 

・時間の確保が難しいと思うが、

よりよい保育・教育をするため

にも研修をして、質の向上に努

めてほしい。 

次年度に 

向けた 

改善の 

方向性 

〇大宮学園の新たな教育目標をもとに基本方針や取組内容を理解しながら教育保育を進める。 

〇自然環境への興味関心をより深め、遊びや活動の中で地域や専門分野の方々とのつながりながら SDGｓの意識を高める。 

〇こども園と小学校の連携を強化し、特に、「架け橋期」における支援を充実させる。 
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（別紙様式４） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告（こども園）  こども園名〔京丹後市立網野こども園〕 

こども園経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度こども園経営の重点（短期経営目標） 

『園児自らが主体的に環境に関わり、 

心豊かでたくましく生きる力を育てる』 

 

(あ)明るく元気で主体的に活動する 

子どもの育成 

(み)みんななかよく思いやりのある 

子どもの育成 

(の)伸び伸び生き生きやりぬく 

子どもの育成 

 

 

＜テーマ＞ 

『どきどき わくわく きらっ！ 

ひとりひとりがかがやいて』 

〇網野学園経営会議や全体研修会の参加報告等を通し、学園で育成した

い非認知能力について職員間で共有した。また授業研究会に参加し、

小中学校の教職員と意見交流をしたことで園での教育・保育を言語化

や明文化する等、実践に向けた取組を定着させることができた。 

△園では温かい雰囲気づくりや一人一人に応じた配慮を心掛けてはいる

ものの、生活習慣においては、それぞれの家庭で認識の差があった。ま

た、家庭の事情や保護者の多様性を理解し、対応する難しさも感じた。 

〇保育者が遊びや行事を見通し、園児が自己決定をしたり、やり切ろう

としたりする雰囲気をもつ等、環境の工夫が園児の主体的な遊びの充

実につながった。 

△教育・保育における人権意識の大切さを重視しているが、関わり方や

捉え方は職員の意識の差にも係わるので、機会を捉えて研修をしてい

く必要がある。 

〇教育・保育内容や園児理解、支援策について等、ベクトルを合わせ

て実践できるよう OJT を重視し、職員同士のやり取りの活性化を図

ることができた。 

・改めて遊びの中の学びや非認知能力の育成について、網

野学園での取組や研修等を踏まえ共有し、実践や検証を

していく。また、アプローチプログラムを指導計画に反

映させながら、架け橋期の充実を図るとともに、さらに

小学校との連携を密にしていく。 

・乳幼児教育・保育の中で意識したい SDGｓの項目を選定

したり、捉え方を見直したりして、職員自ら進んで取り

組むような環境づくりをする。 

・園児一人一人を丁寧に見取り、子育て支援や家庭支援を

重視しながらウェルビーイングを探り、高めていく。 

・危機管理の徹底を図るとともに、心身共に豊かな遊びや

生活が展開できるよう努める。 

・職員一人一人が人権意識を基盤に探究心をもつととも

に、主体的に同僚性や OJT を生かしながら、質の高い

教育・保育につなげていけるよう職員同士をつないで

いく。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

保幼小中一

貫教育の推

進（保幼小接

続） 

・「網野学園」の教育目標を

もとに、目指す子ども像

や基本方針を念頭にお

き、園での教育・保育を進

める。 

 

 

・園児と児童の交流の機会

や相互理解を深めながら、

互恵性のある取組を進め

る。 

・網野学園で研究する第２期『未来を

拓く学校づくり』の取組を確認した

り深めたりしながら、教育・保育の

中で育む非認知能力と認知能力の相

関性について探っていく。 

 

 

・園児と児童の交流の機会や内容を見

直し、『架け橋期』を意識した連携の

在り方を共有し、実践する。 

〇京丹後市保幼小中一貫教育授業研究会で公開

保育をするにあたり、子どもの姿から、非認知

能力と認知能力を丁寧に捉え直したり、職員間

で共有したりすることができた。相関するとこ

ろはあるが、就学前では、非認知の部分（土台）

を積み上げていくことの大切さを確認し合っ

た。 

△小学校からのアプローチによって交流が密に

なり、連携の強化にはつながったものの、『架け

橋期』に関しては踏み入れることができなかっ

た。今後、学園の中で架け橋プログラムを作成

していきたい。 

・園と小中学校がお互いの立場で満足感

や充実感のあることを1つずつ積み重

ねている。それが大切なことである。 

・授業研究会をはじめ、今年度は特に園

と小中学校との連携交流活動が多か

った。実際保育を参観したり、網野学

園のたよりを見たりする中で、一貫教

育が根付いていることがよく分かっ

た。 
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教育課程 ・『包み込まれているという

感覚』を基盤に、園児の安

心や安定的保障をしなが

ら、心豊かに園生活が楽

しめるようにする。 

・探究的な遊びが展開でき

るよう、環境や援助の工

夫をする。 

 

・遊びと非認知能力の相関

性について、指導計画に

反映させながら実践を重

ねる。 

・多様性を踏まえながら園児や家庭に

適切な支援が提供できるよう、園内

で作成した『こころの育ち指標図』

をもとに、全職員の連携を強化し、

実践する。 

・探究心を高めながら遊びを展開してい

くことができるよう、園児の興味や関

心を丁寧に見取り、保育者も共に心揺

さぶられる遊びや活動を共有する。 

・RV-PDCA を充実させながら、マネジ

メント効果を実践に生かせるように

する。 

〇園児一人一人を丁寧に見取り、個別最適こそ 

 がウェルビーイングにつながることを園内で

共有した。園内研修には欠かさず『心の育ち指

標図』をもとに話し合い、実践につなげていっ

た。 

〇「なぜ」「もっと」等の言葉や思いを遊びの中で

価値付けをして、園児と保育者が共主体となっ

て広めたり深めたりしながら進めることがで

きた。 

△保育者の資質やそれぞれの保育の在り方を助

長するような指導には至らなかった。 

・一人一人の思いややる気を大切につな

げて教育・保育を進めている。保育者

が子どもに寄り添い、主体性や長所を

伸ばしている様子が随所に見られた。 

・非認知能力やウェルビーイングを掲げ

て１年間取り組んでいたが、意味の分

からない保護者もあったと思う。エピ

ソードをもとに具体的に伝えること

で、さらに成果や好評を得ることがで

きたのではないか。 

子育て支援 ・網野学園の取組を啓発し

ながら、家庭と連携し、基

本的な生活習慣の確立と

定着を目指す。・園開放や

園庭開放日を設け、親子

で楽しさを共有できる場

の提供をする。 

・網野学園リーフレットを活用した

り、『網野学園家庭学習頑張り週間』

の取組意義を伝えたりしながら、基

礎基本の定着が学習基盤になること

を啓発する。 

・親子や保護者同士が交流できる場を

通して、こども園での様子を知った

り、子育て情報を交流したりするこ

とができるようにする。 

〇『網野学園家庭学習がんばり週間』の定着に加

え、京都ノートルダム女子大学の髙井特任教授

による『子育て講演会』や、『学びスタート調査

結果』等、直接的または間接的にも子育て支援

に係わる取組を充実させた。 

△園庭開放は好評だったものの、園開放への参加

が少なく、保護者同士の情報交流の場にはなり

にくかった。網野地域子育て支援センターが拠

点となっていると感じる。 

・保護者からの依頼で面談や子育て相談

を受けている園の信頼関係や体制づ

くりは今後も続けてもらいたい。 

・支援センターがこども園と離れている

ため園児との交流がもちにくかった

り、土曜利用者の制限があったりなど

課題もあるのではないか。 

(A) 研修（教

員の資質向

上・人権教

育） 

・非認知能力の育成や特別

支援教育等を軸にした園

内研修を進め、全職員の

資質と人権意識の向上を

目指す。 

・遊びと非認知能力の育成について可

視化しながら同僚性や OJT を活用し

ながら、職員の人材育成につなげて

いく。 

 

・園児一人一人を丁寧に見取り、人権意

識をもちながら適切な教育・保育にあ

たるための園内研修を充実させる。 

〇ギミックブラッシュアップシートの共通理解と

保育構想シートを作成し共有したことは、専門

性を高めるための大きな成果となった。全担任

がメインとなる園内研修を行うことで、同僚性

やＯＪＴにつながる意義のある学びとなった。 

〇人権意識を持続するため、学期ごとに全職員が

チェックシートを活用し、振り返りを行った。

また、園児や保育実践に対して忌憚のないやり

取りができる職員関係が、適切な教育・保育に

結び付いた。 

・保育者が自主的に園内研修をしている

ことは自分磨きにもなり素晴らしい

ことである。それが子どもの姿に返っ

ている。保育者の表情や言葉、動き等

を見ていて気持ちがよいと感じる。 

・働き方改革の視点で考えると、保育者

の資質向上をどのようにしていくか

が課題である。 

次年度に 

向けた 

改善の 

方向性 

・既存のアプローチプログラムを参考にしながらさらに、５歳児と１年生との学びをつなぐ『架け橋プログラム』を作成し、架け橋期の充実を図る。 

・網野学園の新たな教育目標や目指す子ども像、経営方針等を職員はもとより保護者にも周知し、自園の教育・保育計画に反映させるとともに、ＲＶ―ＰＤＣＡ

を生かし、さらに質の高い教育・保育を目指す。 
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（別紙様式４） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告（こども園）  こども園名〔京丹後市立丹後こども園〕 

こども園経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度こども園経営の重点（短期経営目標） 

・生活や遊びの中で様々なことに心

を動かし、豊かな園児を育む。 

・地域に愛され、保護者に信頼される

園づくりを進める。 

・職員同士が互いに学び合える組織

づくりを進める。 

〇生活の中で一人一人の園児の声を聞き、気持ちに寄り添うことで自分の思

いや考えを伝えようとする園児の姿がたくさん見られるようになった。 

○園の生活や活動の様子を動画やクラスだよりなどでアプリを使ってタイ

ムリーに知らせてきたことで保護者と連携して教育・保育を進めることが

できた。 

△正職員は、職員会議や日々の保育の振り返りをすることで援助や環境に

ついて話し合う機会をもつことはできたが、会計年度職員に細かく伝え

ることができないこともあり、実践につながらないこともあった。 

「やってみたい！やってみよう！いっぱい遊んでつながっ

て」～一人一人が輝き、育ち合えるこども園をめざして～ 

・様々な人やものと関わったり触れ合ったりしながら、豊

かな心を育てる。 

・友達と力を合わせたり異年齢児との関わりを楽しんだり

しながら集団の中で育ち合える環境を設定する。 

・職員の連帯・協働意識の高揚を図り、「チーム」で取り

組む体制をつくる。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

保幼小中一

貫教育の推

進（保幼小接

続） 

『丹後学園』間の連携 

・幼児期の学びがどの

ように深まり、広が

っていくのかを見

通す。 

 

・児童期の育ちを見通

した教育課程を編

成する。 

・小学校との交流を通して幼児と児童の実態を知り、

子どもの育ちへの理解を深める。 

・研修会や連絡会等を通して幼児教育と小学校教育

の指導方法の違いを知り、互いの教育への理解を

進め、幼児や児童の発達を捉えた環境の構成や教

材の工夫をする。 

・小学校への滑らかな接続となるよう、スタートカ

リキュラムやアプローチプログラムを見直し、実

践につなげていく。 

○小学校との交流や授業参観、事後研究会等に参加するこ

とによって、小学生の実態を把握したり指導内容や指導

方法について理解したりすることができた。 

○園の公開保育では、小中学校の先生に参加してもらい話

し合う機会をもったことで幼児教育への理解を進めるこ

とができた。 

○子どもの実態や支援の仕方について、小学校と何度も連

絡を取り合ったり話し合ったりすることで、子どもも保

護者も安心して学校生活を送ることができた。 

・数年前と比べると

交流の回数や内容

が変わり連携が進

んでいることを感

じた。 

教育課程 教育・保育活動の充実 

・夢中になって生活や

遊びに向かおうと

する園児を育てる。 

 

 

 

・心身共に健康な園児

の育成 

・園児が興味をもって、自分から素材・用具等に関わ

ることができるよう環境を整え、援助の方法を工

夫する。 

・様々な人やもの、自然との関わりの中で見たり触

れたりする機会をもち、不思議さや自分の思い通

りにならないもどかしさ、思いやりの気持ちなど、

多様な感情体験ができるようにする。 

・園児一人一人の個性や発達に即した多様な経験を

重ねる中で、充分に自己発揮して遊ぶ喜びや達成

感を味わい、自信をもって行動できるように環境

を整える。 

・自分でできることの範囲を広げながら、個々に合

わせて援助し、生活に必要な基本的生活習慣や 

○園児の興味・関心や発達に合わせて環境を整えることで、

興味をもったものを自ら遊びに取り入れたり繰り返し遊

んだり試したりする姿が見られた。 

○異年齢での活動を積み重ねることで、小さい組の友達に

対して優しく声をかけたり手をつないだりする姿が多く

見られるようになった。 

○園児一人一人の個性や発達に即した環境や活動を準備す

ることで友達と一緒に試したり工夫したりして好きな遊

びを十分に楽しむことができ、達成感を味わい自信をも

って行動する姿が増えてきた。 

○年に２回生活点検をしたり、登園が遅い家庭には懇談を

して生活リズムを整えることの大切さについて伝えたり 

・職員の仲の良さが

子ども達の育ちに

つながっている。

また、昨年と同じ

ではなく園児の姿

に合わせて活動の

内容も変化してい

る。 
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 ・自他共に大切に思え

る園児の育成 

態度を身に付けることができるようにする。 

・体を動かす気持ちよさを感じられるよう多様な動き

ができる機会や場所、環境を充実するようにする。 

・自分の思いを表現し伝わる喜びが感じられるよう

に、全体の場で発表したり、友達同士で話したりす

る機会をつくる。 

・様々な年齢や立場の人との交流を実施し、どきどきわ

くわくするような感情体験が味わえるようにする。 

・生活や遊びの中で、自分の思いや考えを伝える、相

手の話を聞く、受け止めるなどの体験を通して互

いを認め合い大切にする心を育てる。 

したことで、早く登園する園児が増え生活習慣の見直し

につながった。 

○天候に応じて園庭や室内でマラソンやサーキットを継続

して続けることで多様な動きを経験することができ、体

づくりにつながった。 

○一人一人の思いを読み取り言葉に変えて伝えることで自

分から担任に伝えたり友達同士で話したりする姿が多く

見られるようになってきている。 

○クラスの担任が一人一人の思いを丁寧に読み取りじっく

り関わり、その思いをクラス全体に伝えることで子ども

同士で認め合う姿が広がりつつある。 

・誰に対しても挨拶

をしたり、話しか

けられると自分の

言葉で答えたりす

る園児が増えたこ

とはとても嬉しく

感じる。 

子育て支援 ・保護者と連携し、そ

れぞれの家庭に合

わせた支援をする。 

 

・支援を要する園児に

対しての支援策に

ついて園全体で考

える。 

・子どもの育ちや乳幼児期の教育・保育への理解を

深める機会をつくり、園児の健やかな成長を支援

する。（個人情報には十分留意しつつ、園だよりク

ラスだより、アプリを使っての動画配信等） 

・懇談会等で発達の状況を伝えたり家庭の様子を聞

いたりしながら、園児の課題や今後の方向性につ

いて保護者と共通理解し、医療や療育などの関係

機関と連携し、一人一人に合わせた支援ができる

ようにする。 

○登降園の際に園児の様子を詳しく伝えたり、たよりやア

プリなどを使っての動画配信を積極的に行ったりするこ

とで、園児の様子や成長している姿を共有することがで

きた。 

△懇談会や登降園の際に丁寧に園児の様子を伝えたり、懇

談をしたりして担任と保護者と共通理解することはでき

たものの、クラス懇談会を実施できなかったため、保護者

同士をつなぐ機会を十分に設けることができなかった。 

・アンケートの結果

からも保護者との

関係がうまくいっ

ていると感じる。

日頃から職員が丁

寧に関わっている

からだと思う。 

(A) 研修（教

員の資質向

上・人権教

育） 

・資質向上を目指し、

意欲的に取り組も

うとする職員を目

指す。 

 

・保育研究を継続的に

実施し、指導改善に

生かす。 

・園児一人一人に応じた指導をするため、各クラス

の職員同士が園児の発達課題を共有し、援助や環

境の工夫について話し合う機会をもつ。 

・職員同士が支え合い、協力し、高め合える職場環境

や子どもの姿を自然に語り合えるような雰囲気づ

くりをする。 

・全職員が研究テーマの目的・仮説・方法について具

体的に理解できるよう研修の場をもち、教育・保育

が意欲的に進められるようにする。 

○付箋を用いてのワークショップ形式で月反省を行うこと

で、新人職員も自分の意見を発表する機会がもて自信に

つながった。また、援助や環境について職員同士で意見を

出し合う姿が多く見られるようになった。 

△日々の業務に追われ、十分な研究の為の時間をつくるこ

とが難しかった。 

○職員同士が、活動や子どもの様子について語り合ったり

相談し合ったりする姿が多く見られるようになった。ま

た、職員同士が互いを認め合い思いやる姿を見せる事で、

園児の中にも遊びや生活の中で励ましたり認めたりする

姿がたくさん見られるようになった。 

・長時間園児がいる

中で研修したり保

育を振り返る時間

をつくることは難

しいと思うが、日

頃から園児の様子

について語り合う

だけでも学びにな

っているのではな

いか。 

次年度に向

けた改善の

方向性 

・一年生との交流や小中学校の教員との交流の内容を検討し、また公開保育を通じてより子どもの育ちへの理解を深められるようにする。 

・クラス懇談会や参観を通じて保護者同士がつながることができるような機会をつくる。 

・園児の姿や活動を振り返り、子どもの発達や内面について園内研修を重ね、より深く理解できるようにする。 
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（別紙様式４） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告（こども園）  こども園名〔京丹後市立弥栄こども園〕 

こども園経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度こども園経営の重点（短期経営目標） 

１ 生活に必要な習慣・態度を身に

付け、健康な心と体を育てる。 

 

２ 自ら様々な環境に関わり意欲的

に遊ぶ中で豊かな心を育てる。 

 

３ 身近な人や地域と関わり、思い

やりの心や人権意識、規範意識の

芽生えを育む。 

〇学園内での公開保育と実践報告研修を通して、実際に園児が活動を進める姿や保

育教諭の関わりや言葉掛けなどを参観してもらうことで、乳幼児期の大切な関わ

りや捉え方などを共通理解することができ、小学校との連携についても検証する

ことできた。 

〇保育教諭間で連携をとり、活動内容に応じた場や人数、音量など環境構成の工夫を

し合うことで、少しずつ落ち着いて生活や活動を進めることができるようになっ

た。 

〇園児一人一人の気持ちの安定を図ることを第一に考え、園児の思いを受け止め、寄

り添い関わることで、気持ちに折り合いをつけることができる園児が増えた。 

〇朝の体の目覚めや体づくりのため、年間を通して計画的に体操やマラソン・サーキ

ットなどを取り組み、園児同士や保育教諭と楽しみながら進めていくことができ

た。 

△園児の姿を受け止め、寄り添う大切さを職員間で共有し同じ方向に向かって教

育・保育を進めていくよう繰り返し話し合いを進めてきたが、それぞれの保育の

考え方の違いから保育の進め方や関わりについて共通理解や連携に難しさを感じ

る時があった。 

・一人一人が安心安定できる環境を整え、意欲的

に生活や遊びに向かう中で基本的な生活習慣を

身に付け、自立心を育む。 

・園児自らが周囲の環境に関わり活動する充実感

を味わいながら、発達に必要な経験を積み重ね

豊かな心を育む。 

・いろいろな人との関わりを通して、自分の思い

や考えを伝えたり、人の話を聞いたりする等、

コミュニケーション能力と思いやりの心を育

む。 

・園児のあるがままの姿を温かく受け止め、自己

肯定感を育み、相手の良さや多様性を認め合え

る柔軟な心を育む。 

・家庭、学校、関係機関及び、地域との連携を行

い、充実した教育保育を進める。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

保幼小中一

貫教育の推

進（保幼小接

続） 

・弥栄学園の教育目標

を踏まえ学園の基

本方針に基づき、取

組を進める。 

・小学校との連携を密

にし、スムーズな接

続を図る。 

・弥栄学園の重点課題と園児、児童、生徒の実態

を把握し、不登校の解消などについて取り組

む。 

 

・弥栄学園の諸会議や公開授業・保育などに参加

し、全職員でスタートカリキュラム、アプロー

チプログラムの検証を行いながら、実践を重

ね、幼少期に育成する資質、能力を明確にして、

小学校への滑らかな接続を図る。 

○1 園 1 小 1 中となり、その特色を生かすために何がで

きるのか学園内の会議や部会で考えて取り組んだ。そ

の中で、各校園の指導や校風等を理解して互いに学び

合うことで、10年間を見通した園児の支援の仕方等を

考えることができた。 

〇園小連携の中で、小学校と園生活の流れを共有し合

い、安心して学校生活を過ごせるようスタートカリキ

ュラムの見直しを図ることができた。 

〇隣接している小学校のフェンスを曜日により中間休

みに開放して交流を図ったことで、より 1年生に親し

みをもち交流活動を深めることができた。 

・いろいろな交流や活動を

行っていることは、たよ

り等を見てたいへんよい

ことだと思っている。連

携も進んでいると思うの

で、これからも頑張って

ほしい。 

147



教育課程 ・保育教諭との信頼関
係を基盤に安心、安
定の中で園生活を
楽しみ、自分の力で
行動する充実感を
育む。 

・基本的生活習慣を身
に付け、見通しをも
って行動する園児
を育てる。 

・自分なりの言葉で表
現したり、相手の話
を聞こうとしたり
する意欲や態度を
育てる。 

・一日が気持ちよく迎えられたり、送れたりでき
るように挨拶の大切さを知らせたり、人とつな
がる心地よさを感じられたりするような対応
に心がける。 

・友達と一緒に体操、マラソン、サーキット遊び
など、体を使った遊びを積極的に取り入れ、健
康な体づくりをする。 

・園内外の自然体験を通して、感じたことや考え
たことを様々な方法で表現できるようにする。 

・一人一人の心情や発達を見取り、園児に寄り添
い居心地のよい環境づくりや関わりを進めて
いく。 

・絵本などに親しみ、言葉の楽しさや美しさに気
付き思いを巡らせ保育教諭や友達と同じ世界
を共有し、心通わせる経験をする。 

〇登園時や活動中、気持ちが不安定になる園児の様々な
姿があったが、寄り添い自己決定して行動できるよう
援助をしてきたことで、落ち着いて生活する園児の姿
が増えてきた。 

〇登園してきた親子を５歳児の挨拶当番が迎える活動
が 3年目を迎えた。５歳児の元気な挨拶で園全体が活
気づき、1 日の良い始まりとなった。一緒に並んで玄
関に立つ年下の園児の姿もあり、５歳児の姿はよい手
本となっている。 

〇発達に応じた体の動きを年齢ごとに考え、年間を通し
てサーキット遊びや運動を行うことができた。繰り返
し活動することで、健康な体つくりができた。 

△天候や気温などを考慮すると散歩に出る機会がもちにく
く、いろいろな地域の自然に触れる機会が少なかった。 

〇弥栄学園一斉に取り組んだ『家庭学習頑張り週間』を
通して、絵本貸し出し回数を増やし絵本に触れる機会
をつくることができた。 

・学園の一斉挨拶運動で園
に来ると、園児の元気な
挨拶が聞こえてくる。大
人も朝から元気をもらっ
て嬉しい。恥ずかしくて
声が出せない様子の園児
もいるが、笑顔やハイタ
ッチで返してくれるなど
子どもなりにコミュニケ
ーションを取ってくれる
ことが嬉しい。 

・参観すると、行事等でいろ
いろな工夫が見られる。い
つも保育者が子どもに寄
り添う優しい姿がある。 

子育て支援 ・保護者の子育ての不

安や悩みに寄り添

い、喜びや楽しさを

感じられるように

支援をする。 

・未就園児の子育ての

不安解消を図り、楽

しく子育てができ

るように支援する。 

・保護者が園児の成長に気付き子育ての喜びを
感じられるように登降園時に園児の日々の様
子を伝えたり、園だよりやクラスだよりの発行
や保育支援システムでの配信をしたりする。 

・保護者の就労や家庭事情、子育ての悩みや不
安、ストレス等配慮し、悩みを抱えている保護
者への相談にのったり、リフレッシュ支援を行
ったりする。（個人懇談、一時預かり保育等）ま
た、不適切な養育等が疑われる場合は、関係機
関と連携し適切な対応を図る。 

・こども園や地域子育て支援センターで、未就園
児の親子や、出産前の保護者が育児を楽しんで
行えるように相談にのったり、遊んだりできる
ようにする。 

〇保護者に行事や活動を知らせるために保育支援システ

ムを通じて配信をした。特に乳児は写真で日常の様子

を伝えることで、保護者から信頼を得ることができた。 

〇園児の様子や面談等から家庭事情や保護者の悩みを

知ることができた。その都度、園児や保護者を見取り、

寄り添い丁寧に対応することに努めた。また時には関

係機関と連携を図り、保護者や園児の支援を行った。 

〇地域子育て支援センターを通して、入園前の子どもの

遊びの姿を知ることができた。また、保護者の入園に

関する悩みや不安などの相談にのり、園児が安心して

入園できる支援につなげることができた。 

・様々な家庭事情があると

思うが、保護者も一生懸命

子育てをしている。しか

し、中には寂しさを抱えて

いる子どもがいると思う

ので、保育者が受け止め温

かく関わってほしい。保護

者の頑張りを認め子育て

に気持ちが向くよう応援

してあげてほしい。 

研修 ・園児一人一人の発達

や家庭環境を考え、

温かい関わりで支

援できるよう職員

の人権意識の向上

を図る。 

・園児のいろいろな姿を受け止めたり、寄り添っ

たりしながら自信をもって支援ができるよう

な方法を学び合う。 

・日常的に保育内容についての話し合いの場をも

ち、保育を振り返り、園児一人一人によりよい

関わりや支援が行われているかなど園内研修を

行い、共通理解できるような職員会議をもつ。 

〇職員間でその都度、園児の姿から背景を見取り、支援

の仕方を考え、共通理解しながら保育を行うことがで

きた。多面的に園児を捉えようと職員間で話をする機

会が増えたことで、いろいろな姿を見せていた園児が

落ち着いて過ごせるようになりつつある。 

△園内研修の参加人数や時間調整など、計画的に進める

ための工夫が難しかった。 

・保護者アンケートのなか
で、園への信頼と保育者の
温かい関りが嬉しいとい
う評価が多く見られた。こ
れは、園が頑張っている成
果だと思うので、これから
も頑張ってほしい。 

・職員の頑張りがよく分か
るが、働き方改革を考え、
負担になり過ぎないよう
にしてほしい。 

次年度に 
向けた 
改善の 
方向性 

〇園児一人一人に対する職員の人権意識の更なる向上に努め、安心安定して生活し意欲的に遊びに向かう園児を育成する。 

〇様々な地域の特色を教育・保育活動に活かし、豊かな心と健康な体を育む。 
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（別紙様式４） 令 和 ６ 年 度 学 校 評 価 学 校 関 係 者 評 価 報 告（こども園） こども園名〔京丹後市立かぶと山こども園〕 

こども園経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度こども園経営の重点（短期経営目標） 

こども園教育目標 

「元気な体と豊かな心、生きる力を持

ったたくましい子ども」 

《元気 勇気 笑顔 つながれ仲間》 

～やってみたい！やってみよう！ 

一人一人が輝くために～ 

１．園児自らが興味関心をもって環境

に関わり、心豊かでたくましく、生き

る力を育てる。 

２．人との関わりの中で、人に対する愛

情と信頼感、人権を大切にする心を

育てる。 

３．相手の思いを受け止めながら、自分

の思いや考えを表現する力を育てる。 

〇一つ一つの活動に頑張る個々の姿をしっかり受け止め認めることで

園児は自信を付け、自己発揮しながら活動を進める姿が多く見られ

るようになった。 

〇定期的なドキュメンテーションの配信により各学年の保育内容につ

いて理解を深めることができた。また、アプリでの配信により保護者

の既読が確認できるようになり、お願いやお知らせ等が周知しやすく

なった。 

○裏山での遊びの環境を意図的に多く取り入れたことで、体を動かした

り、自然を通して感じたり考えたりする体験を積むことができた。 

△伸び伸びと園生活を送る園児は増えつつあるが、友達のよさに気付き

園児同士が認め合えるつながりは、十分にもてなかった。 

△積極的に栽培活動を取り組んだり、飼育物を通して愛情や生命の尊

さについて意識したりしてきたが、行動や態度に結び付けることは

難しかった。 

・自ら遊ぼう、活動しようとする意欲、態度を大切にしながら

自己発揮できる環境や関わりを工夫し、様々な人や物と関

わったり触れ合ったりしながら、豊かな心を育てる。 

・一人一人の内面理解に努め、良さを認め、発達の特性に応じ

た指導と支援に努め共に育ち合う集団をつくる。 

・身近な自然を意図的、計画的に遊びの中に取り入れ、主体的

で協同的な活動ができる環境を工夫し、健康な心や体、豊

かな感性を育てる。 

・生き生きと遊ぶ、言葉で伝え合う、互いに思いやり共同する

力を育成するための教育活動、異年齢活動、体験活動の充

実を図る。 

・小動物や植物、野菜などの世話を通して、飼育物にも命が

あることを気づき、思いやりやいたわりの気持ちを育み豊

かな感性を育てる。 

評価項目 重 点 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題（自己評価） 学校関係者評価 

保幼小中一

貫教育の推

進（保幼小

接続） 

・「久美浜学園」のめざす

子ども像をもとに、学

園の基本方針を理解し

ながら取組を進める。 

・園所や小中学校の交

流の機会をつくり相

互理解を深めるとと

もに園内研修で学び

を共有し、保育実践に

活かす。 

・就学の際の円滑な接

続、必要な支援の継続

をめざす。 

・久美浜学園経営会議を通して子ども達の実態

から課題点を知り、共通の目的をもつ。 

・小学校との連携（スタートカリキュラムやア

プローチプログラム）を見直し、スムーズな

接続に繋げる。 

・園児と児童、生徒との交流が深まるような学

校行事（運動会、学習発表会、マラソン大会

など）に参加し、豊かな心の育成につなげる。 

・学園内の園所や小、中学校と合同研修の場に

参加し、互いに教育の理解を深め、効果的な

指導方法や指導の連続性、一貫性について研

修する。 

○経営会議や小、中学校の授業参観に参加することに

より子どもの実態を把握し、支援や連携につなげる

ことができた。 

〇園生活の生活スタイルや教育、保育内容を知っても

らうことで、幼児期と児童期の教育を円滑に接続す

ることができた。 

〇小学校の行事に参加することによって発表会に向けて

の取組や意欲につなげることができた。また中学生と

の交流によってSDGsの意識を高めることができた。 

△園の公開保育は学園内の幼児教育の理解につながっ

ているが、研修会等は学校のように全職員が参加す

ることができず、限られた職員のみの参加であるた

め、園内での職員へのしっかりとした周知の必要性

を感じた。 

・小中学校との連携をもつこ

とで、こども園でどのよう

な力を身に付けなければな

らないのかを明確にし、意

識して取り組むことが必要

である。 

・保幼小中一貫教育をなぜ取

り組んでいるのか、取組み

や成果などを保護者へわか

りやすく伝えていく必要性

を感じる。 

・園の公開保育をすることに

よって、１０の姿を意識す

ることができた。 
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教育課程 ・楽しい園生活を繰り

広げる。 

・異年齢とかかわる機

会を大切にし、人とか

かわる楽しさを経験

させる。 

・園生活を通して子ど

もの主体性や協同性

を育てる。 

・様々な人との出会い

を大切にし、人と関わ

りを楽しめる子ども

の育成に努める。 

・朝マラソン、体操など友達と一緒に体を使った
遊びを取り入れることで、体を目覚めさせ、リ
ズムある生活が習慣となるようにする。 

・異年齢の活動を通していろいろな友達と関わ
り、葛藤体験を通して思いやりの心やあこが
れの気持ちを持てるようにする。 

・失敗しても大丈夫と安心感を与えるような保
育者の態度や肯定的な言葉がけのもと自己
発揮できるようにする。 

・結果だけでなくそこにたどり着くまでの過程
を認める。 

・集団でなければできないこと、大勢ですると楽
しいことに気付かせ、他人に関心をもたせる。 

・身近な地域の環境に関わり、活動を展開する
充実感を味わいながら楽しい経験を積み重
ね、地域の良さを気づくようにする。 

〇朝マラソンや巧技台、鉄棒などを組み合わせたサー
キットに継続して取り組むことで、友達と一緒に多
様な動きを身に付けることができた。 

〇異年齢の行動を真似てやってみたり、一緒に遊んだ
りする中で、我慢や悔しい気持ち、友達の役に立つ
喜びなどの体験を重ね、活動を発展させることがで
きるようになってきた。 

〇様々な活動をする中で、自分の思いや考えを伝えよ
うとする園児の姿がたくさん見られるようになっ
た。職員が仲立ちをすることにより少しずつ互いを
受け止め、認め合う姿も見られるようになってきた。 

△近隣の果樹園などに度々熊が出没し、山遊びを通し
ての遊びを体験したり、散歩に出かけたりすること
がなかなかできなかった。地域の良さが感じとれる
ように年間を通して園外保育等を計画し、地域に触
れる機会を増やしていきたい。 

・生活リズムを整えて、継続

して体づくりをすることの

必要性を感じる。 

・異年齢児が一緒に生活する

ことにより、友達関係を広

げ、思いやり、譲り合いの

心を育てることができるの

で、持続して交流する機会

を増やして欲しい。 

・地域の人にも協力してもら

い交流する中で、つながる

力を育てたり、地域の良さ

を見たり触れたりする機会

を増やし、久美浜の良さを

知って欲しい。 

子育て支援 ・保護者の気持ちに寄

り添い、安心して子育

てができるように支

援すると共に保護者

が子どもの成長に気

付き子育ての喜びを

感じられるようにす

る。 

・未就園児親子の子育

ての安定を図る。 

・登降園時に職員が玄関で迎え入れたり、見送
ったりすることで、保護者がいつでも気軽に
話や相談できるような雰囲気をつくるよう
にする。 

・園庭開放日や園開放日を通して、保護者同士
が交流したり子どもの成長を見たりする場
をつくり子育ての楽しさを共有できるよう
にする。 

・園児の様子をドキュメンテーションや動画配信
等を活用した情報発信を工夫し、遊びが学びそ
のものである。ということを保護者に伝え共通
理解を図り、信頼される園づくりに努める。 

〇登降園時、各クラスの職員と共に迎え入れたり送りだ

したりし、何気ない話や相談に耳を傾け保護者との対

話に心掛けることで信頼関係を築くことができた。 

〇園庭開放日を設けることで園内のいろいろな年齢の

親子が交流する場となった。また園開放日は、未就

園児の親子が同年齢の子どもと遊んだり、子育ての

不安が解消されたりする場となった。 

〇各クラスの活動の様子を配信することで園での子ど

も達の様子を伝え、保護者と園の教育方針やねらい

等を共有することができた。 

・園庭開放や園開放をするこ

とによって、園の保護者同

士や未就園児の保護者と交

流してつながりを深めるこ

とを続けて欲しい。 

・ドキュメンテーションはそ

の日あったことをリアルタ

イムで保護者に知ってもら

えて良いと思う。 

特色ある 

園づくり 

・地域の人や身近な自

然環境を活用した教

育、保育を取り入れ、

目指す。 

・自然体験や SDGs につ

いて考え、日々の生活

の中でも意識付けて

いく。 

・地域の人の協力のもと泥田んぼ遊びや山遊び

を通して、新たな疑問や発見から好奇心や探

求心が芽生え、主体的に取り組むことから得

られる達成感を味わうことができるように

する。 

・牛乳パックや空き缶の回収、ペットボトルキ

ャップの収集また、微生物による堆肥づくり

などの取組からものや食べ物を大切にする

態度を習慣化していく。 

△泥田んぼや山遊びを始動しようとすると熊騒動に遭
遇し、自然環境を活用した教育保育を十分に行うこと
はできなかった。子どもの安全を第一に考えながら好
奇心や探究心が育まれる環境を探っていきたい。 

△回収物の収集は保護者にも浸透していて常習化して
いるが、微生物による堆肥づくりは子どもたちに浸
透することができなかった。目に見えない微生物の
存在を子ども達にわかりやすく伝えたり、堆肥を土
に混ぜたらどうなるかなどの興味付けをしたりなど
工夫が必要であった。 

・自然に触れて遊ぶことはと

ても良いことなので山遊び

を再開し、園児と共に環境

を整えて欲しいと思う。 

・年間通して、回収を継続し

ながら SDGｓに興味をもっ

たり意識したりする機会を

もって欲しい。 

次年度に 

向けた 

改善の 

方向性 

・久美浜学園での保幼小中のつながりの中で、幼児教育で身につけたことが学習の基礎や姿勢のもととなることを伝えるために公開保育を行い、研修を重ねる。 

・保育の環境や援助の仕方について、各年齢のねらっていることを共通理解ができるように職員間での話し合いを重ねる。 

・自分の興味や関心のあることに取り組んだり、友達とコミュニケーションをとったりしながら、探究的な学び（実体験）ができるような保育を工夫していく。 

・地域の方との交流で、自然に触れたり地域の良さに気づいたり、豊かな心と健康な体を育んだりしていきたい。 
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